
（令和３年１１月１日現在）

調査のお願い

○質問の意味や記入のしかたがわからないとき、あるいは疑問に思うことがありましたら、

調査員または福祉事務所におたずねください。

○お答えいただいた内容については、統計以外の目的には使用いたしませんので、ご協力を

お願いいたします。

※ 調査員が記入

都道府県 福祉事務所

指定都市 名 担当課

中核市 （ ） - -

（記入上の注意）

４．障害などのためにご自分で記入できない方については保護者（介護者）等が協力して回答してください。

【ご確認】

１．該当する

２．該当しない

地区番号

○この調査は、養育者世帯の状況を知るための大切な調査です。

○この調査では、令和３年１１月１日現在の状況をお答えください。

○なお、この調査票は、養育者世帯の世帯主の方が記入してください。

調査員氏名

福祉事務所

担当課 名

電話番号

１．調査票の記入は、黒か青のボールペンで記入してください。

２．お答えは、あてはまる番号に○をつけてください。

３．□の中には、あてはまる数字を記入してください。

‐ 世帯番号

あなたの世帯は養育者世帯に該当しますか。どちらか１つに○をつけてください。

次のページに進み、最後の質問までお答えください。

これで調査は終わりです。同封の返信用封筒でご返送ください。ご協力ありがとうございました。

令和３年度 全国ひとり親世帯等調査（養育者世帯用）

秘 厚生労働省
統計法に基づく国

の統計調査です。

調査票情報の秘密

の保護に万全を期

します。

統計法に基づく一般統計調査

SAMPLE



※ 以下、質問にお答えください。

質問１ あなたの生年月を記入してください。

１．昭和

２．平成

【世帯の状況についておたずねします】

１．平成

２．令和 月 生

１．平成

２．令和 月 生

１．平成

２．令和 月 生

１．平成

２．令和 月 生

１．平成

２．令和 月 生

１．平成

２．令和 月 生

１．平成

２．令和

年 月 生

質問２ あなたが養育している父母のいないお子さん（令和３年１１月１日現在で２０歳未満の者に
限る。）の生年月を記入し、性別、同居の別、就学・就労状況欄のあてはまるもの１つに○を
つけてください。

生年月日 性別 同居の別 就学・就労状況

01．小学校入学前 02．小学校 03．中学校
04．高校 05．高等専門学校 06．短大
07．大学 08．専修学校・各種学校
09．就労 10．その他年

１．男 １．同居

２．女 ２．別居

01．小学校入学前 02．小学校 03．中学校
04．高校 05．高等専門学校 06．短大
07．大学 08．専修学校・各種学校
09．就労 10．その他年

１．男 １．同居

２．女 ２．別居

01．小学校入学前 02．小学校 03．中学校
04．高校 05．高等専門学校 06．短大
07．大学 08．専修学校・各種学校
09．就労 10．その他

１．同居

２．別居年

１．男

２．女

01．小学校入学前 02．小学校 03．中学校
04．高校 05．高等専門学校 06．短大
07．大学 08．専修学校・各種学校
09．就労 10．その他年

１．男 １．同居

２．女 ２．別居

01．小学校入学前 02．小学校 03．中学校
04．高校 05．高等専門学校 06．短大
07．大学 08．専修学校・各種学校
09．就労 10．その他年

１．男 １．同居

２．女 ２．別居

質問３ あなたの世帯人員は何人ですか、該当する区分欄ごとにそれぞれの人数を記入してくだ
さい。（あなた本人と質問２に記入したお子さんは除きます。）

あなたの父母 あなたの兄弟姉妹 あなたの祖父母 その他

01．小学校入学前 02．小学校 03．中学校
04．高校 05．高等専門学校 06．短大
07．大学 08．専修学校・各種学校
09．就労 10．その他年

１．男 １．同居

２．女 ２．別居

人

質問４ お子さんの養育者となった時期を記入してください。

年 月

人 人 人
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質問５ あなたには配偶者がいらっしゃいますか、あてはまるものに○をつけてください。

１．有 ２．無

質問６ 養育者の続柄について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．祖父母 ２． ３．兄・姉 ４．その他

【住居の状況についておたずねします】

質問７ あなたの住居の状況について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．持家（本人名義） ２．持家（他人名義） ３．公営住宅

４．公社・公団住宅 ５．社宅など ６．賃貸住宅 ７．間借 ８．同居

９．その他

１．希望する（応募した経験あり） ２．希望する（応募した経験なし）

３．希望しない ４. 公営住宅を知らなかった

１．収入などの応募要件を満たしていないため

２．入居倍率が高く受からないと思ったため

３．応募の手続きが煩雑又は分からないため

４．公営住宅も含め、公的支援を受けることに抵抗があるため

５．ご自身の通勤や、他の支援サービスを利用することが不便になるため

６．子どもの通園・通学が不便になるため

７．その他（ ）

伯（叔）父
伯（叔）母

質問８ 公営住宅に入居していない方におたずねします。
公営住宅の入居の希望について、あてはまるものに○をつけてください。
なお、「２．希望する（応募した経験なし）」と「４．公営住宅を知らなかった」、「３．希
望しない」と「４．公営住宅を知らなかった」は重複回答することができます。

質問９ 公営住宅を希望しない方と、希望するものの応募した経験のない方におたずねしま
す。

公営住宅を希望しない理由又は希望するものの応募しない理由のうち、あてはまるも
の

すべてに○をつけ、「７．その他（ ）」の場合は、（ ）内に具体的に記入してくださ
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【仕事と収入についておたずねします】

１．正規の職員・従業員 ２．労働者派遣事業所の派遣社員 ３．パート・アルバイト等

４．会社などの役員 ５．自営業 ６．家族従業者 ７．その他 ８．不就業

イ あなたの現在の雇用形態について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．正規の職員・従業員 ２．労働者派遣事業所の派遣社員 ３．パート・アルバイト等

４．会社などの役員 ５．自営業 ６．家族従業者 ７．その他 ８．不就業

（「８．不就業」に○をつけた方は質問１６へ）

１．有 （ ） ２．無

補問 資格等がある場合のみ、あてはまるものに○をつけてください。

現在有している資格等が

１．直接仕事に役立っている

２．仕事に役立っていない

質問１２ あなたの仕事にあてはまるもの１つに○をつけてください。

01．管理的職業従事者 02．専門的・技術的 03．事務従事者 04．販売従事者

職業従事者

05．サービス職業従事者 06．保安職業従事者 07．農林漁業従事者

08．生産工程従事者 09．輸送・機械運転従事者 10．建設・採掘従事者

11．運搬・清掃・包装等従事者

12．その他の就業者［12-1.在宅就業者 12-2.個人事業主 12-3.その他］

質問１１ あなたの持っている各種資格等の有無について、あてはまるものに○をつけてください。
（「１．有」と答えた方は主な資格等を１つだけ（ ）に記入してください。）

質問１０ あなたの雇用形態についておたずねします。
ア あなたが現在養育している父母のいないお子さんを養育するようになる前の雇用形態

について、あてはまるもの１つに○をつけてください。
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１．1～5人 ２．6～29人 ３．30～99人 ４．100～299人

５．300～999人 ６．1,000人以上または官公庁 ７．その他

１．午後６時以前 ２．午後６時～８時までの間 ３．午後８時～10時までの間

４．午後10時～12時までの間 ５．深夜・早朝 ６．交代制勤務などで一定しない

１．現在の仕事を続けたい

２．仕事を変えたい

３．仕事をやめたい

01．収入がよくない 02．勤め先が自宅から遠い

03．健康がすぐれない 04．仕事の内容がよくない

05．職場環境になじめない 06．労働時間があわない

07．社会保険がない又は不十分 08．休みが少ない

09．身分が安定していない 10．経験や能力が発揮できない

11．降格 12． その他（ ）

補問２ 理由のうち最も大きな理由の番号を番号記入欄に記載してください。

番号記入欄

（答えた方は質問１７へ）

質問１３ あなたの勤務先の本社、支社、工場などを含めた企業全体の規模について、
あてはまるもの１つに○をつけてください。

質問１４ あなたの帰宅時間（自宅で営業している場合には終業する時間）は、何時頃ですか、
あてはまるもの１つに○をつけてください。

質問１５ あなたは転職する希望がありますか、あてはまるもの１つに○をつけてください。

補問１ 理由のうちあてはまるものすべてに○をつけ、「12.その他（ ）」の場合は、
（ ）内に具体的に記入してください。
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１．就職したい（求職中である）

２．就職したい（求職中でない）

３．就職は考えていない

１．子どもの世話をしてくれる人がいない ２．病気（病弱）で働けない

３．職業訓練を受けたり、技術を修得中である

４．収入面で条件の合う仕事がない ５．時間について条件の合う仕事がない

６．年齢的に条件の合う仕事がない

７．その他（ ）

補問２ 理由のうち最も大きな理由の番号を番号記入欄に記載してください。

番号記入欄

約 万円

約 万円

約 万円

質問１６ 現在、不就業の方（質問10のイで「８．不就業」と答えた方）におたずねします。
あなたには就職する希望がありますか、あてはまるものに○をつけてください。

補問１ 就職していない（就業できない）理由のうちあてはまるものすべてに○をつけ、
「７.その他（ ）」の場合は、（ ）内に具体的に記入してください。

質問１７ 令和２年のあなたの世帯の年間総収入並びにあなたご自身の年間総収入及び年間就労
収入の金額について、記入してください。
※ 年間総収入には、全ての収入（生活保護法に基づく給付、児童扶養手当等の社会保

障給付金、就労収入（税金や社会保険料を含みます。）、別れた配偶者からの養育費、
親からの仕送り、家賃・地代の収入等）を含んでください。また、詳細な金額が分か
らない場合は、概ねの金額で記入してください。

※ 全て記入してください。同額の場合も省略せずに記載してください。
※ 収入がない場合は、０円と記入してください。
※ 必ず、世帯の年間総収入≧自身の年間総収入≧自身の年間就労収入となるように

記載してください。

同居親族を含むあなたの世帯の年間総収入

金 額

うち、あなたご自身の年間就労収入

うち、あなたご自身の年間総収入
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ア 雇用保険

１．加入している ２．加入していない

イ 健康保険

１．被用者保険（協会けんぽ、組合健保、共済組合等）に加入している

２．国民健康保険に加入している

３．その他

４．加入していない

ウ 公的年金

１．被用者年金に加入している

２．国民年金に加入している

３．加入していない

質問１９ あなたは現在、生活保護、公的年金又は児童扶養手当を受給していますか。

ア 生活保護

１．受給している

２．受給していない

質問１８ あなたの現在の社会保険の加入の状況について、それぞれあてはまるもの１つに○をつ
けてください。
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イ 公的年金

１．受給している

２．受給していない

補問１ 受給している年金の種類としてあてはまるものに〇をつけてください。

１．遺族年金 ２．障害年金 ３．老齢年金

補問２ あなたの年金月額を記入してください。

約 千円

ウ 児童扶養手当

１. 受給している（全部支給）

２. 受給している（一部支給）

３. 受給していない

【お子さんの状況についておたずねします】

（注）小規模保育や事業所内保育は、「４．保育所」に記入してください。

質問２０ 小学校入学前の養育している父母のいないお子さんがいる方だけ記入してください。
小学校入学前の養育しているお子さんの保育はどなたが行っていますか、お子さん
１人につき、最も長い時間預けている先を１つ選んで記入してください。

１．あなた自身 ２．その他の家族 ３．親戚 ４．保育所

人

５．幼稚園 ６．認定こども園 ７．保育ママ ８．ベビーシッター

人 人 人

人

９．その他

人 人 人 人
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【福祉関係の公的制度についておたずねします】

(ア) 公共職業安定所（ハローワーク）

(イ) 市区町村福祉関係窓口

(ウ) 福祉事務所

(エ) 民生・児童委員

(オ) 児童相談所・児童家庭支援センター※１

(カ) 家庭児童相談室

(キ) 公共職業能力開発施設

(サ) 生活福祉資金

(シ) 子どもの学習支援※４

(ス) 生活困窮者自立支援制度 ※５

(セ) 子供の未来応援国民運動ホームページ ※６

質問２１ あなたは下記の公的制度を利用したことがありますか、（ア）から（セ）のすべてに
ついてその利用状況であてはまるもの１つに○をつけてください。なお、「利用したこと
がない」のうち、「3.今後利用したい」と「5.制度を知らなかった」、「4.今後も利用する
つもりはない」と「5.制度を知らなかった」は、重複回答を可能とします。

１．利用しているま
たは利用したこと
がある

利用したことがない

３．今後
利用した
い

４．今後
も利用
するつも
りはない

５．制度
を知らな
かった

２．満足
している

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

(ク)婦人相談所（女性相談センター） 1 2 3 4

(コ) 夜間養護等事業
（トワイライトステイ）※３

1 2 3 4 5

5

(ケ) 短期入所生活援助事業
（ショートステイ）※２

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

※１ 児童家庭支援センター =
児童に関する家庭等からの相談のうち、専門的な知識・技術を必要と
するものに応じ、必要な助言を行うなどの事業

※２ 短期入所生活援助事
業

（ショートステイ）
=

児童を養育している家庭の保護者が疾病などの理由により家庭にお
いて児童が一時的に養育を受けることが困難になった場合や緊急に
保護を必要とする母子等を児童養護施設、母子生活支援施設などの
児童福祉施設等に保護する制度

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

※５ 生活困窮者自立支援
制度

=
生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者に対し、自立相談支援
事業の実施、住居確保給付金の支給その他の支援を行う制度

※６ 子供の未来応援国民
運動ホームページ

=
ひとり親世帯等への支援施策に関する情報を検索することができる
ホームページ

※３ 夜間養護等事業
（トワイライトステイ）

=
母子家庭・父子家庭などの保護者が仕事を終えて帰宅するまでの間、
児童を児童養護施設などにおいて預かり、生活指導、食事の提供等を
行う制度

※４ 子どもの学習支援事業 =
自治体が学生ボランティア等を活用し、母子家庭・父子家庭の子ども
に対し、学習支援を行う事業
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【現在、あなたが困っていることについておたずねします】

１．平成

２．令和 月生

１．平成

２．令和 月生

１．平成

２．令和 月生

１．平成

２．令和 月生

１．平成

２．令和 月生

１．平成

２．令和 月生

01.しつけ 02.教育・進学 03.就 職 04.非行・交友関係

05.健 康 06.食事・栄養 07.衣服・身のまわり 08.結婚問題

09.障害 10.その他 11.特に悩みはない

質問２２ 養育している父母のいないお子さんに関する悩みについて、お子さん一人毎に、
生年月を記入し、あてはまるものすべてに○をつけてください。
また、「10．その他」の場合は、「10.その他」欄に、お子さんに関する悩みを記入して
ください。
また、あてはまるもののうち、最もあてはまる番号を記載してください。

生年月日
あてはまるものすべて

の番号
10．その他の場合 最もあてはまる番号

１

01． 02． 03．
04． 05． 06．
07． 08． 09．
10． 11．

年

２

01． 02． 03．
04． 05． 06．
07． 08． 09．
10． 11．

年

４

01． 02． 03．
04． 05． 06．
07． 08． 09．
10． 11．

年

３

01． 02． 03．
04． 05． 06．
07． 08． 09．
10． 11．

年

６

01． 02． 03．
04． 05． 06．
07． 08． 09．
10． 11．

年

５

01． 02． 03．
04． 05． 06．
07． 08． 09．
10． 11．

年

SAMPLE



１．住居について ２．仕事について ３．家計について ４．家事について

５．自分の健康について ６．親族の健康・介護について

７．その他（ ） ８．特にない

補問 あてはまるもののうち、最も困っている番号を番号記入欄に記載してください。

番号記入欄

１．中学校 ２．高 校 ３．高等専門学校 ４．短 大

５．大学・大学院 ６．専修学校・各種学校 ７．その他

質問２５ あなたの最終学歴について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．中学校 ２．高 校 ３．高等専門学校 ４．短 大

５．大学・大学院 ６．専修学校・各種学校 ７．その他

【相談相手についておたずねします】

質問２６ あなたの相談相手について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

１．い る ２．欲しい ３．必要がない

１．親 族 ２．知人・隣人 ３．母子・父子自立支援員等

４．母子・父子福祉団体 ５．公的機関（母子・父子福祉センター、福祉事務所等）

６．ＮＰＯ法人 ７．任意団体 ８．その他（ ）

補問２ あてはまるもののうち、最も相談している相談先の番号を番号記入欄に記載してください。

番号記入欄

質問２３ あなたが困っていることについて、あてはまるものすべてに○をつけ、「７.その他
（ ）」の場合は、（ ）内に具体的に記入してください。

質問２４ 養育している父母のいないお子さんの進学はどこまでを考えていますか、
あてはまるもの１つに○をつけてください。

補問１ 「１．いる」と答えた方のみ、その相談相手について、あてはまるものすべて
に○をつけ、「８.その他（ ）」の場合は、（ ）内に具体的に記入してください。

ご協力ありがとうございました

SAMPLE


